
教科名 国 語 科目 国語演習 週授業時間 ２時間 

 

１．教科書および副教材・参考書 

教科書：「新編新しい国語１」（東京書籍） 

副教材：①「国語の学習［東１］」（浜島書店）   ②「学習漢字ノート［東１年］」（浜島書店） 

③「国語力を伸ばす語彙 1700」（文英堂） ④「つまずかない！文法の学習」（新学社） 

    ⑤「国語便覧 千葉県版」（浜島書店） 

問題集：「中学アクティブ国語１年」（学友社） 

朝読書：①各標準図書（課題図書） ②「よむYOMUワークシート中学生版〔通年30回〕」（読売新聞） 

 

 

２．授業の目標および内容 

言葉を使うために必要な知識・技能の獲得に加え、思考力・判断力・表現力のうちの特に「話すこと・聞

くこと」「書くこと」、及び文法事項に重点を置いた指導を通じて、豊かにコミュニケーションを取ることが

できるとともに、自らの考えを論理的に書くことができるようになることを目標とします。「話すこと・聞く

こと」の領域では、話の聞き方や質問の仕方について学んだうえで、ビブリオバトルの入門的なトレーニン

グなどの言語活動を行います。「書くこと」の領域では、レポートや意見文の作成などの言語活動を通じて、

書くことへの抵抗感を取り除き、論理的に書くにはどうすべきかを学んでいきます。文法についての学びで

は、日本語の言葉の単位から単語の分類、品詞の特徴までを学びます。文法のための文法学習ではなく、品

詞の特徴が読解や表現にどう生かせるか、文構造の正確な把握や表現に品詞の知識をどう役立てたら良いか

を理解することで、「話すこと・聞くこと」「書くこと」だけでなく、「読むこと」の領域へも役立つように導

きます。 

こういった資質・能力を育む前提として、読解力やコミュニケーション能力の基礎となる漢字・語彙力を

高めるために、定期的に各種小テストを行います。 

 

３．試験について 

 １学期 ２学期 ３学期 

定期試験 一次 ５月 二次 ７月 一次 10月 二次 12月 期末 ３月 

※内容・難易度…「国語」「国語演習」という２科目を合わせて「国語」として 100点満点の問題を作成し

ます。教科書本文の読解問題を中心に、小テスト範囲の漢字・語彙、文法学習、応用読解問題など、

副教材や問題集などからも幅広く出題します。 

 

４．課題・補習について 

 平素の課題は、漢字テストへの学習や文法学習についての発展的な学習等です。また、言語活動に関わる

課題が授業中に終えられなかった場合には、それを完成させる必要があります。漢字テストで合格点に達し

なかった生徒は、放課後に再テストを行います。 

 

５．評価の視点 

「国語」と同じです。定期試験を中心に平常点を加えて算出します。 

平常点は、漢字・語句の小テスト、問題集や「予習復習プリント」等の課題・提出物、ノートの工夫、学

習に主体的に臨む姿勢などを評価します。静かにまじめに授業を受けることは勿論ですが、受け身ではない

主体的な参加に期待します。 

特に「国語演習」では、様々な言語活動を通じて作品等を個々に完成させる機会があります。ビブリオバ

トル、レポートや意見文といった言語活動において作品を制作する機会があれば、それは平常点のなかで大

きなウエイトを占めることとなります。 

 



授業計画 

学期 単  元 学 習 内 容 備 考 

１ 

 

➀音声の働きや仕組み 

 

➀活字と書き文字・画数・筆

順 

➀文法とは・言葉の単位 

 

➀詩の創作 

 

➀問題演習 

 

➁話の聞き方・質問の仕方 

 

➁音読み・訓読み 

 

➁接続する語句・指示する語

句 

➁国語の学習に関わる漢字 

 

➁語の意味と文脈 

 

➁食文化のレポート 

 

 

 

➁問題演習 

○母音と子音、特殊音、音の高低による効

果について理解する。 

○活字の書体、画数や筆順についての知識

を得る。 

○文章・段落・文・文節・単語など、日本

語の基本的な文法事項について把握する。 

○語句の用法や表現の仕方などを活用し

て、詩を創作する。 

○問題集を用いて、読解力を高める。 

 

○話の聞き方や質問の仕方を理解し、質問

しながら話の内容を捉える。 

○漢字の音読みと訓読みについて理解し、

漢字を文や文章の中で使う。 

○接続する語句と指示する語句の役割に

ついて理解する。 

○国語の学習に関わる語句に用いられる

語句について理解する。 

○語のさまざまな意味や、文脈の働きにつ

いて理解する。 

○テーマを選択、情報を収集し、集めた材

料を整理する。 

○内容の中心が明確になるよう、分かりや

すい文章の構成でレポートを書く。 

○問題集を用いて、読解力を高める。 

＊教科書の漢字を中心

に小テストを実施す

る。 

＊適宜小テストを実施

し、口語文法の習熟を

促す。 

 

 

 

 

 

 

 

２ ➂方言と共通語 

➂文の成分・連文節 

 

➂漢字の部首 

 

➂写真の意見文 

 

➂根拠を明確にして書こう 

 

➂問題演習 

 

➃百人一首厳選１５首暗記

＋α 

➃形の似た漢字 

 

➃他教科で学ぶ漢字 

 

➃「似ている言葉」スピーチ 

 

➃ビブリオバトル入門 

 

➃本のポップ 

➃問題演習 

○共通語と方言の特徴を知る。 

○主語・述語等の文の成分、連文節や文節

どうしの関係について理解する。 

○根拠を明確にして、自分の意見が伝わる

文章を書く。 

○説得力のある根拠を示して自分の意見

を書く練習をする。 

○部首の意味について理解し、漢字の意味

が推測できるようになる。 

○問題集を用いて、読解力を高める。 

 

○百人一首・和歌について理解し、厳選さ

れた１５首を暗記する。 

○形の似た漢字に注意して、漢字を文や文

章の中で使う。 

○他教科での学習が円滑になるよう漢字

語彙力を高める。 

○聞き手の反応を踏まえ、自分の考えが分

かりやすく伝わるように表現を工夫する。 

○課題図書を活用し、スピーチの理論を実

践する。 

○課題図書を活用し、ポップを作成する。 

○問題集を用いて、読解力を高める。 

＊教科書の漢字を中心

に小テストを実施す

る。    

＊適宜小テストを実施

し、口語文法の習熟を

促す。 

 

 

 

 



３ ➄単語の分類・品詞分類表 

 

 

➄漢字の成り立ち 

 

➄グループディスカッショ

ン 

 

 

➄書写 

➄問題演習 

○自立語と付属語の違い、各品詞が持つ特

性について知り、文章を読んだり書いたり

する際に活用できるようにする。 

○漢字の成り立ちを知ることで、意味や読

みを推測できるようになる。 

○日常生活の中から話題を決め、集めた材

料を整理し、伝え合う内容を検討する。 

○話題や展開を捉えながら話し合い、互い

の発言を結びつけて考えをまとめる。 

○週に１時間、書写を行う。 

○問題集を用いて、読解力を高める。 

＊教科書の漢字を中心

に小テストを実施す

る。 

＊適宜小テストを実施

し、口語文法の習熟を

促す。 

 

 


